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令和４年４月～令和５年３月 全１０回開催 

松森市民センター周辺は、鶴ヶ城公園（松森城跡）・氷室跡・薬師神社・大甕神社・斎藤産土美術館・

熊野神社・松森山清水寺・七北田川等、歴史・文化・自然に関する地域資源が豊富で、それについての

学びを深めている人材資源にも恵まれながら、地域にお住まいの皆さんにはあまり知られていません。   

そこで、地域資源に詳しい「鶴が森歴史愛好会」と「松森しぜんプラザ」のメンバーから、このことに

問題意識を持つ有志が企画員として集まり、市民の皆さんに松森・鶴が丘の地域資源を知っていただき、

交流や地域への理解と愛着が深まり地域の活性化に結びつく講座を企画しました。 

 初めに地域資源に関する地図を作る講座を検討し、単年度それも１～２回の講座での完成は難しいと

判断し、まち歩きの講座を企画・実施しました（詳細は「松森で熊野三山徒歩詣で――世界遺産と同じ

御利益⁉講座レポート」をご覧ください）。地域資源に関する地図を作る講座も諦めたわけではなく、

令和５年度からの複数年事業「まち歩きをして地図を作ろう！」として実施することを目指し、企画に

取り組みました。 

 企画員の皆さんは、２つもの講座を企画し、まち歩きの講座では、案内人まで務めて下さり、他にも

斎藤産土美術館や松森山清水寺に観覧・拝観を申請したり、探訪前に薬師神社参道の草刈りをしたりと、

大活躍でした。企画員の皆さんの、案内人としてのスキルアップや、これまでの学びをまち歩き講座の

参加者の皆さんに還元されたことは、学びを支える人づくり、地域人材の地域での学びの活動を広げる

取り組みとして、特筆に値するものです。この市民企画会議から誕生した令和５年度からの複数年事業

「まち歩きをして地図を作ろう！」が、発展することを願ってやみません。 

市民企画員の皆さんのご感想やご意見 

・各会議の中身も充実して、テンポもよかった。 

・まとめることの難しさを感じた。協調性が必要と感じた。 

・テーマを絞る苦労がよく分かりました。 

・まち歩きの案内を恒常化できるようにマニュアル化してはどうか。 

 

  


